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2021.6.24小牧市学校教育ICT推進委員会 参考資料

村松浩幸
信州大学学術研究院教育学系

附属次世代型学び研究開発センター長
http://www.mura-lab.info



令和3年度の目標：子どもたち全員が、クラウドによる「同時共同編集」ができる

市町村教育委員会

③組織・支援体制
先設置者による組織、
支援体制の構築

令和3年4月GIGA
本格スタート

学

校

情報活用能力を高め、
・個別最適な学び
・協働的な学び

⑥広報を含む情報発信の工夫 ⑤研修・周知
１人１台端末の意義、教職
員への研修、家庭への周知

基本操作
学習経験把握

使用場面
写真撮影・管理

付箋アプリ

チャットアプリ
一斉学習
協働学習
個別学習

プログラミング

情報モラル

ID・Pass

タイピング

統計・資料の活用

表計算アプリ

発表アプリ

使用アプリ

②クラウド利用
アカウントＩＤの発行、
配布、ネットワーク整備

①管理・運用の基本
管理台帳、問合せ先設置、
管理・運用上のルール

④ＩＣＴの利用
学校においてＩＣＴ端末と
インターネットの効果的
かつ安全・安心



GIGAスクール⻑野県ポータルサイト



喬⽊村 GIGA Information

⻑野県喬⽊村教育委員会のGIGAスクール情報発信



信州⼤学教育学部附属次世代型学び研究開発センター



現状（イメージ）

１人１台端末環境での実践に

ある程度蓄積がある自治体 約４%
（令和２年９月までに整備済み：4.4％）

令和３年度から本格的に
１人１台端末環境での

実践を行う自治体 約 96％

・令和２年10月～12月に整備：18.2％
・令和３年１月～２月に整備：27.5％
・令和３年３月に整備：47.5％
・令和２年度内は未整備：2.4％=

この部分の底上げが必須
（全体を水面より上に押し上げて行く）

取組の視点

 多くの学校・教師にとって、パソコンルーム
から普段の教室での１人１台端末の“普
段使い”は、初めての試み。最初からパー
フェクトということはなく、試行錯誤が大切

 各教育委員会は、GIGAに関する情報
発信や教員研修を実施して学校現場を
サポートすることが大切

 地域の実態に応じた教員研修を支援し、
実施体制等のサポート状況を把握し、フ
ォローを充実

 また、情報交換プラットフォームの構築等
を通じて、自治体間の横のつながりを強
化し、お互いに助け合い、協働・自走でき
る体制を構築※同時双方向オンライン指導を実施した

学校設置者は15％（令和2年6月時点）
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すべての教育委員会・学校・教師が、新学習指導要領の趣旨の実現に資するよう、

端末・ネットワークを活用し、児童生徒の資質・能力の育成を図ること

全ての教師が１人１台端末を利活用した実践を行うための取組

R3.6.10 長野県GIGAスクール市町村担当者会文科省資料より

mura-lab
ハイライト表示



StuDX Styleへのアクセス先：https://www.mext.go.jp/studxstyle/
GIGA StuDXメールマガジン配信登録：https://www.mext.go.jp/magazine/index.htm#005

１人１台端末の利活用をスタートさせる全国の教育委員会・学校に対する支援活動を展開するため、｢すぐ
にでも｣｢どの教科でも｣｢誰でも｣活かせる1人1台端末の活用方法に関する優良事例や本格始動に向けた対応
事例などの情報発信・共有を随時行っていきます。

「StuDX Style」について
スタディーエックス スタイル
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GIGAに慣れる（文房具や教具として使えるようにする

教師と子供がつながる 子供同士がつながる

職員同士でつながる学校と家庭がつながる

Step
１

学習環境づくり 最初の指導を少人数で 端末利用のルール決めと意識化

教科等でのICT活用事例の拡充

Step
２

https://www.mext.go.jp/studxstyle/
https://www.mext.go.jp/magazine/index.htm#005


活用事例
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子供

教師

家庭 家庭1日の流れ

StuDX Styleに掲載されている事例から考えられる、学校や家庭における１人１台端末を活用した１日の流れの一例

児童・生徒の健康
状態・欠席等の把
握

朝学習 授業
一日の
振り返り

授業授業 ・・・ 授業

１－⑨ １－⑨

５ー⑤ ４－③

３－②

２－③３－①

"すぐにでも" "どの教科でも" "誰でも"活かせる1人1台端末の活用シーン（例）
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授業の導入で
ひな形学習カード配信

３－①

取組状況をすばやく
把握して個別サポート

２－③

授業研究会における
クラウド活用

５－⑤

職員会議の
ペーパーレス化

５－①

個人面談日程の
希望調査をオンライン化

４－③

朝の検温等の健
康状態の把握

連絡帳を書こう

２－⑦

家庭学習カードの
オンライン化

２－①

振り返り活動のDX

３－④

オンラインで学校の外と
つながろう

３－⑩

短時間の積み重ねで
スキルアップ

１－⑥

スピーチ練習に音声認識

１－⑯

付箋操作のオンライン化

３－②

隙間の時間を利用して
タイピング力UP

１－⑬

学級通信を通した
家庭との情報共有

４－②
欠席・遅刻等の連
絡

欠席連絡をデジタル化

４－⑥

部活動連絡の
オンライン化

２－⑨

下校登校

・・・ ・・・



学
校
等

都道府県

視学官・教科調査官

局内関係課
GIGA StuDX推進チーム

・・・

・・・

「GIGA StuDX 推進チーム」と教育委員会・学校との情報交換プラットフォーム

文部科学省のGIGA StuDX推進チームと、各教育委員会のICT活用担当の指導主事等が人的ネットワークを構築し、

学校等の取組の状況、教育委員会のサポート状況や、課題とその解決策等を双方向にやり取りしながら、文部科学省と

自治体、自治体同士のつながりを強化し、全国の学校等におけるICT活用の充実につなげ、協働して「GIGAスクール構想

の実現」に取り組む。

指定都市

指定都市間での情報共有

・・・

市区町村

文
部
科
学
省

都道府県内、地域ブロック（都道府県間）での情報共有

「StuDX Style」や
メールマガジンで
情報発信・共有

活用事例・対応事例
等

ギガ スタディーエックス

教
育
委
員
会
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第
三
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・・・

ICT活用担当の指導主事等

第
二
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
一
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク



GIGAスクール構想の下で整備された１人１台端末の積極的な利活用等について（通知）

令和３年３月１２日付け
文部科学省初等中等教育局長通知
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【通知】GIGAスクール構想の下で整備された１人１台端末の積極的な利活用等について（令和３年３月12日付け）

https://www.mext.go.jp/content/20210312-mxt_jogai01-000011649_002.pdf

【解説動画】

https://youtu.be/uoIvPpuENHk

【 概 要 】

学校現場において、全ての関係者が安心・安全に、１人１台端末の本格的な活用を積極的に進められるよう、

○ 学校設置者等において留意すべき事項を網羅的にまとめて周知徹底を図る。その上で、問題の発生を恐れて 安易に使用を制限す
るのでなく、むしろ多くの場合には積極的に利活用する中で課題解決を図ることが重要との認識を示す。

○ 学校設置者等が、新しいICT環境を本格的に運用するに当たり確認しておくべき事項について、教育関係者や学識有識者、医師な
ど専門家の助言等を得ながら、先行自治体の取組等も分析した「本格運用時チェックリスト」とともに、児童生徒の健康面の配慮
や、保護者等との関係構築についても整理して提供。

・「ICTの活用に当たっての児童生徒の目の健康などに関する配慮事項」

・「保護者等との間で事前に確認・共有しておくことが望ましい主なポイント」

１．端末の整備・活用

２．個人情報保護とクラウド活用

３．ICTの積極的な利活用

４．デジタル教科書・教材の活用等

５．教員のICT活用指導力の向上

６．情報モラル教育等の充実

７．ICTの活用に当たっての児童生徒の健康への配慮等

８．保護者や地域等に対する理解促進

９．ICTの円滑な活用に向けた改善の継続

https://www.mext.go.jp/content/20210312-mxt_jogai01-000011649_002.pdf



